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2023年度
コンクリート診断士試験解説

十河 茂幸（１～５、１１～１７、１２～２５、３２，３９．４０）

江良 和徳（６～１０、１８～２０、２６～３１、３３～３８）
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問題（７）の解説

■反応性骨材のペシマム現象が多くみられる
のは火山岩系。
■（B）の選択肢「安山岩」と「チャート」
のうち、火山岩系なのは「安山岩」
■ペシマム現象を生じやすい安山岩を化学法
で試験した場合、有害判定となる「溶融シリ
カ量：大」「アルカリ濃度減少量：大」とな
りやすい。
■そんな化学法で有害判定となる骨材でも、
試験体の骨材比率によってはペシマムの
影響によってモルタルバー法で膨張しない
「無害」と判定されるケースがある。

問題（７）の解説

化学法 モルタルバー法

骨材のアルカリシリカ反応性試験
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問題（１６）の解説

非破壊で土砂化を調査する方法に関する問題
非破壊なので、電磁波レーダーによる方法である。

土砂化している箇所が滞水していると考えられ、その
箇所は、比誘電率が健全部より大きいことを利用して

反射波の測定結果を画像化して調査することができ
る。

正解は、（１）
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問題（１７）の解説

リバウンドハンマーによる反発度に関する問題

リバウンドハンマーを用いた測定では、先端にくぼ
みができる。そのくぼみが、大きいと強度は小さく、
くぼみが小さいと強度が高いと判断できる。
くぼみができるのは、（B）塑性変形で、弾性変形

はくぼみを造らないで反発することで、反発度が測
定できる。

くぼみが小さければ、跳返り量は大きくなり、反発
度が大きくなる。

正解は、（３）



2024年度

5



2024年度

6

問題（２２）の解説

PC有ヒンジラーメン橋の異常に関する問題
中央ヒンジ部の異常なたわみで適当なものを選択
PC有ヒンジラーメン橋は、不静定次数を下げる目

的で採用された。供用期間にたわみが大きくなるた
め、主桁に上げ越しを与える対策がとられている。

異常なたわみは、設計時に想定されていた値より
クリープ係数が大きかったり、乾燥収縮が進行する
とたわみの異常が生じることになる。

正解は、（４）



2024年度

7

問題（２３）の解説

中性化深さの予測に関する問題
建築後２５年で２５mmの中性化速度係数
２５＝A√２５ A＝5.0

２５年後に０．５倍になる仕上げを施すと、
２５＝2.5√ｔ１ ｔ１＝100

３０＝2.5√ｔ２ ｔ２＝144

２５mmから３０mmになるまでに期間は、
144ー100＝４４

無対策では、１１年（３６‐２５）年なので、
鉄筋の腐食開始時期を遅らせる効果は
４４－１１＝３３
正解は （３）
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問題（３５）の解説
（2019年度の数値を変えた問題）

社会的割引率（式１） ｈ２％ i 2%   r=0 となる
ｎ年後に要する費用と現在価値（式２）は同等
シナリオＡ 図の通り

30年後 1×30＋100×2＋7×10＝300

50年後 300＋1×20＝320

60年後 320＋1×10＋100＋7×10＝500

シナリオＢ 50、60年後のＬＣＣ
340＋1×50＝390

340＋1×60＝400

正解は（３）

問題（３５）の解説
（2019年度の数値を変えた問題）
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問題（４０）の解説

PCゲルバー桁の桁違い部の劣化対策の問題
連続化前の支点反力VB ６ｑL

連続化後のVBは、連続化前より小さくなる。

正解は、（４）
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